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道又秀悦議員

道路行政

山
田
Ｉ
Ｃ
付
近
の
渋
滞
解
消

今
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る

水産振興

カ
キ
殻
等
堆
肥
化
施
設
の
建
設
計
画

実
証
試
験
は
順
調
に
推
移

町の考えを聞く

質
問

平
成
十
七
年
第
四
回

議
会
定
例
会
で
、
三
陸
縦
貫
自

動
車
道
「
山
田
道
路
」
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
交
通
渋

滞
の
解
消
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
県
立
山
田
病
院
完
成
後
、

交
通
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

所
管
の
県
公
安
委
員
会
に
早
期

に
改
善
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

す
る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

県
立
山
田
病
院
は
、
十
八
年

十
一
月
一
日
に
開
院
し
た
。
そ

の
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
る
か
。

沼
崎
町
長

以
前
の
議
会
で

も
同
様
の
質
問
が
あ
り
、
具
体

的
な
要
望
を
三
陸
国
道
事
務
所

に
行
い
、
バ
ス
停
車
時
の
渋
滞

解
消
の
た
め
の
バ
ス
プ
ー
ル
の

設
置
、
ス
リ
ッ
プ
対
策
と
し
て

の
定
置
式
凍
結
防
止
剤
散
布
装

置
が
設
置
さ
れ
た
。
交
通
信
号

施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、

そ
ん
な
に
遠
く
な
い
時
期
に
実

現
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

交
通
信
号
施
設
は
県
公
安
委
員

会
の
所
管
と
の
こ
と
で
あ
り
、

交
渉
窓
口
を
宮
古
警
察
署
と
し

て
要
望
し
て
い
る
。

窓
口
で
あ
る
宮
古
警
察
署
で

は
、
交
通
量
調
査
を
実
施
し
最

善
の
交
通
規
制
を
検
討
中
と
の

こ
と
で
あ
り
、
今
し
ば
ら
く
時

間
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

質
問

大
沢
漁
協
が
平
成
十

八
年
度
実
現
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
だ
「
カ
キ
殻
等
堆
肥
化
施

設
建
設
計
画
」
は
、「
産
業
・
地

域
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
」の

二
次
選
考
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

残
滓
処
理
は
緊
急
を
要
す
る

課
題
で
あ
る
。
十
九
年
度
に
建

設
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

現
在
、
堆
肥
化

実
証
試
験
は
順
調
に
推
移
し
て

お
り
、
今
後
、
試
験
の
完
成
品

か
ら
詳
細
な
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
。
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
塩

分
の
影
響
だ
が
技
術
を
提
供
し

て
い
る
業
者
か
ら
は
、
塩
分
が

問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
実
証
試
験
の

デ
ー
タ
に
よ
り
審
査
会
の
懸
念

が
払
拭
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

質
問

採
択
さ
れ
た
場
合
の

建
設
費
と
補
助
率
は
。

内
田
水
産
振
興
主
幹

建
設

費
は
約
五
千
万
円
と
考
え
て
い

る
。
県
か
ら
は
二
分
の
一
が
補

助
さ
れ
る
。
残
額
は
事
業
主
負

担
と
な
る
。

質
問

町
の
支
援
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

町
で
も
応
分
の

補
助
は
考
え
た
い
。

早期の交通渋滞解消が望まれます
（山田インターチェンジ付近の交差点）

カキむき作業の様子（大沢の養殖漁家）

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ


